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類の I 型lζ属するものが， 71~ちであった．臨床症状は，
脳圧元進症状を示したもの32%，麻療，歩行障害を示
したもの37%，精神障害を示したもの25~ぢ， 3-3-9 度









































































した．予後は， G。odRecovery 3例， ModerateDi・ 


































鞭打ち損傷が加わったために発症した.Cst• hard disc 
による radiculopathyの診断のもとに Cs1santerior 
cervical discectomy+osteophytectomy with fusionを
行い，症状は著明IC改善した．症例2は57才女性で，
鞭打ち損傷を契機として Brown-Sequard syndrome 
を呈し， Cs1s,•11 soft disc による radiculomyelopathy





















































































































































































































































(4, 4, 5, 6, 15歳ですべて小児例男児）， 後頭 ・後頭
釜高合併例は4例（10♀， 52平， 58古， 586）であり，
また成人群急性硬膜外血腫の7%(3/44）.小児群の
32% (6/19）が後頭蓋禽の本症であった 2）後頭・後
頭蓋禽の4例はいずれも血腫の厚さ，神経学的所見な
どから血腫除去の適応ありと判断された 一方，後頭
蓋寓の5例（全例小児）は振りかえってみるに手術適
応の規準が判然とせず，血臆最大厚 lOmm以上の2
例は手術，以下の3f0Jは保存的に治療された. 3）全
例 ＜100°引 が社会復帰．一方大蓋上では46;54（おらj
か社会復帰した．
21）遅発性硬膜外血膜の 8例
香川労災病院脳神経外科
。寺井義徳，藤本俊一郎
岡山大学脳神経外科
河内正光
岡山市民病院脳神経外科
村上昌穂
硬膜外血腫は一般に予後良好であり， CT出現以後
その診断も容易となったが， CTによる経時的変化の
観察から，いわゆる遅発性硬膜外血腫の発生が注目さ
れ， 臨床上問題となるととも少なくない．我々の施設
で最近経験した遅発性硬膜外血臆の8{¥1］につき文献的
考察を加え報告した．頻度は硬膜外血腫33例中8例，
24. 2vf,.平均年令29.2才，男性6例， 女性2例と急性
硬膜外血鰻の平均年令40.5才lζ比べ若年者男性lこ好発
する傾向がみられた． 8例中4{¥1Jは20才未満であった．
遅発性硬膜外血腫発生部位に 8例中5例（62.5%）骨
折を認め，同じく 8代中5例IC外科的または高脹利尿
剤投与による頭蓋内圧低下が関与し，乙れらが発生要
因として重要であることは確かなととと考えられたが，
手術所見でも骨折の認められない例，頭蓋内圧低下，
全身血圧上昇等の要因が全く関与しない例もあり， ZIJ
な機序による遅発生硬膜外血腫の発生を示唆するもの
であると考える．
22）高齢者の頭部外傷
島根県立中央病院脳神経外科
。矢野 隆，錦川哲二
上家和子，小笠原英敏
昭和54'"1二1月より昭和60年9月までの6年9ヶ月間
！と島根県立中央病院脳神経外科へ入院した頭部外傷患
者は586名であった．乙の中の65才以上の高令者頭部
外傷患者139名（24%）について，その特徴を検討し
た.cv20～64才の若年者と比較し， 65才以上では急性
腹膜外血臆は少なく，慢性硬膜下血腫が多かった．＠
急性例は交通事故に因るものが多く，合併領傷も26%
と高率であった．③頭蓋骨骨折は30.S仰と見られたが，
特Iζ急性硬膜外血腫例で多かった．＠手術は全体で5
m，急性例で44勿， 慢性硬膜下血腫例で91%1C行なっ
た・ R受｛弘前正常生活者は76%で，既往症を89.S制f有
し，入院中合併症が48~ちに見られた． ⑤全体の死亡率
は1傍，急性例で24%で，特問、性硬膜下血腫例で警
後が悪かった．
